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次頁に続く

なという運動をやってますからね。自分の
健康は自分で責任とれと。そのためにどう
すればいいかということをやってるわけで、
完全に医療とか治療という路線を離れて、
自分自身の命とか生活とか健康そのものを
自分でつくりあげていくという方向にシフ
トチェンジしたわけです。いわゆる健康そ
のものにシフトチェンジして、その方が病
を治すにもずっと効果があるし、単に病を
治すだけでなくて、病気にならない体、そ
れからしっかりした心をつくるというとこ
ろに焦点がいってるわけです。
そうすると現在の医療システムとか、あ

るいは代替医療とか自然医療とかいろいろ
ありますよね。僕もそういう世界で長いこ
と生きてきたんですが、やっぱり治療とか
医療とかいうのではどうしようもないと。
我々の健康状況とか環境とか生活の問題と
いうのは生やさしいものじゃないというの
がはっきりわかってきて、自分の健康は自
分でつくれという方向に変わったわけです。
路線としてはっきり代えたのは11年前、ち
ょうど2000年で、第一回のバイオヘルスの
世界大会をエクアドルでやりました。それ
以来、従来の治療とか医療とは完全に縁を

───バイオヘルスというのはどういうもの
ですか？

アトム● バイオヘルスは一つの運動とし
て始めて、基本的には自然や宇宙の様々な
生命運動に一体化して、自分の力で生きる
喜びとか躍動とか生命を回復するラテンア
メリカの民衆運動です。現在、ラテンアメ
リカ23カ国、アフリカ８カ国、４万人くら
い。 ぼくらのプロモーターはブラジルだけ
で60万人います。
それでブラジルではシステムそのものを

脅かす存在になっていて、今２つ裁判を抱
えてます。今回、中米の５カ国とメキシコ
のチアパスの方を２ヶ月ほど旅してきたん
ですが、そのあとの連絡によると、中南米
の２つの政府からラブコールが寄せられて
ます。それくらい大きな運動になっていま
す。

───訴えられる一方で政府から招待もされ
てるわけですか。

アトム● システムを脅かしてますから。
けっきょく僕らは病院に行くな､薬局に行く

切りました。縁を切っても、快医学の瓜生
さんとか、いろんな自然医療の人たちや代
替医療のメンバーとは兄弟関係は続いてい
て、仲はいいんですけどね。

───お医者さんや薬屋さんは、それでは
商売あがったりだから困るでしょうね。

アトム● ただお医者さんは僕らの舞台に
800名くらいはいるんじゃないでしょうか。
今回の旅でも、たとえばニカラグアのマナ
グアでやったセミナーに99名のメンバーが
集まりましたが、そのうち45名が医者でし
た。そして5名が世界保健機構（WHO）の
医者でした。そしてものすごく共鳴してく
れました。だから医者のメンバーもたくさ
んいます。要するに根本的に生き方を変え
ようという運動なんです。生活のありかた、
生活スタイルそのものが間違っていたとい
うことをしっかり認めて、そこからもう一
回出発しようと。そうしない限り、現在の
状況の中では医療とか治療とかで病気をご
ちゃごちゃいじくってようじゃどうしよう
もないと。そんな時代じゃないということ

体も心も脳も退化してる今の時代、
生きる力、生きる喜びをのばそう
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その大きな原因の１つは、我々の生活がど
んどんどんどん楽になってきて、それによ
って体が退化して、それは体だけでなく心
も脳もどんどん退化してると僕は思います。
脳は使わないとどんどん萎縮していきま

すから、そういう意味で今どんどんコンピ
ュータに頼るっていうことは脳が売り渡さ
れているわけです。そうすると我々の脳が
発展しない。体も使わなければどんどん弱
っていく。家の中でころっと転んだくらい
で骨折したりする。そういうどうしようも
ない状況が生まれてるんですよ。そして大
半の人がどんどんガンになっていって、ガ
ンというのは一つの象徴にすぎないけれど、
２人に１人、ないしは全員がガンですよね。
毎日5000ヶから10000ヶのガン細胞が生
まれていると言われてまして、それは免疫
力があれば退治してくれるんですが、生命
力が退化してるもので、どんどんガン細胞
が増えていく。だからそういう我々の生活
のあり方が第一の問題であって、第二は医
療が病をつくると。これは安保先生なんか
も言ってることで、僕もほんとにそうだと
思います。僕はニカラグアにいた時代は8年
間、厚生省とか大学病院に勤めていたんで
すが、病院にかかるとどんどんどんどん病
気が悪化していくというのを実際みてます
んで､こんなやり方じゃだめだと思ったんで
す。それで方向転換して、けっきょく健康
の責任は自分にあるんだと。自分でつくっ
た病気は自分で治せというところをはっき
り打ち出して、僕らは一切責任をとらない
けれどもしっかした指導をしていく。それ
は病気を治すための指導ではなく、健康な
生活をして病気にならない生き方というも
のを指導すると言うところにシフトチェン
ジしていったんです。
それが世界全体の先進的な流れと一致し

ていった。それまで日本の動きとはほとん
ど無関係に､中南米で生きてきたんですが、
ちょうど日本の運動とものすごく共鳴した
んです。理論的にも安保先生とか森下先生
とか非常にすばらしい先生がいて、いろん
な形で研究させてもらったんです。それは
世界的に見てもかなり先進的な理論だと思
います。僕はそれを実践的にやってきたけ
れども、理論的な分野では大きな力を得て
ますね。そういう意味で、いま世界運動と
してのばしているわけです。

───具体的にはどんなことをやるんです
か？

アトム●　僕らが一番重視しているのは運
動です。ガンや慢性病の大きな原因は運動
不足で体力の低下だと思ってます。運動を

しない人ばっかりですからね。そして運動を
通じて顔の輝き、体の輝き、心の輝きをつく
って行こうじゃないかと。そして運動によっ
て体温をあげる。体温の低下はガンの基本的
な原因でもあるし、慢性病にもなるので、体
温を上げよう。そして運動によってもう一つ、
循環器系､内分泌系、ホルモンとか血液とか
体液とか、その循環を良くするには運動する
以外にないですよ。そしていい血液の循環が
あれば、慢性病もガンも治るんです。僕のセ
ミナーではガンの自宅療法､癒しの本当のメ
カニズムということをやっているんですが、
非常に重要なのが運動ですね。僕は特に40
代、50代に入った人には空手を勧めてます。
気功とか太極拳もいいんですけど、それだけ
じゃ物足りないんですよ。もうちょっと体を
鍛えないと。いま我々が動かしているのは指
先だけですよね。コンピュータやテレビのリ
モコン、携帯‥‥あとは運転するだけで歩き
もしないでしょ。これでは人間どころか動物
でもない。退化しない方がおかしいんです。
そして体が退化すると心も退化するし脳も退
化していきますよね。やっぱり体が基本だか
ら、その基本の体をつくろうじゃないかと。
だから僕のセミナーでも講演会でもしょっぱ
なから運動から始めるんです。バイオダンス
とか。それでベースになってるのは般若心経
の精神で、セミナーとか講演会を組み立てて
るんです。

───般若心経ですか。

アトム●　要するに般若心経の輪になって踊
る踊り方がありまして、それからバイオダン
スといってかなり激しい運動もやります。そ
れから空手。それにいろんな運動を取り入れ
てやってます。だいたい１時間半から２時間、
それにウォーキングを入れるとだいたい３時
間か４時間､セミナーでやってます。
そんなふうに第一に重要なのは運動で、第

二に重視しているのが尿療法です。我々の体
が動かなくなって、どんどん病気になって、
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なんですよ。

───もともとバイオヘルス運動というの
はアトムさんがそちらに行かれてから始め
たものですね。

アトム●　今いるコロンビアじゃなくて、
ニカラグアにいた頃からやってました。今
やってるバイオヘルス運動そのものをやっ
てたんですが、理論的な面ではっきりとし
た方針を打ち出してなかったんです。実質
的にはやってたんですけれども。それで理
論的な意味では快医学の瓜生さんにいろん
なことを教えられて､尿療法とか、ライフエ
ナジーテストとか、それに考え方として命
を気持ちよい方向に持って行くと。それ自
体、すばらしい考え方だと思うんです。た
だし我々の体はほんとなまけてますからね。
基礎的な体力もないし、精神力もないし、
そういう状況でやさしい方向に持って行く
だけじゃどうしようもない。だから逆に体
も心も鍛えようじゃないかと、死ぬやつは
死ねと、いうことを僕らは言ってるわけで
す。でもそんなきついわけじゃなくて楽し
んでやってますけどね。（笑）

───それはニカラグアとかコロンビアと
か、中南米という場所となにか関係あるん
でしょうか？

アトム●　ありますね。こっちの人は非常
に活動的です。やっぱりふだんの生活が厳
しいだけに、ひとときであっても喜びを共
有しようということは大きいんです。それ
は踊りとか、サッカーだとか、文化が開か
れた方向にむかってるんです。そういうこ
とと大いに関係ありますね。

───バイオヘルスの具体的な内容は？

アトム●　バイオヘルスというのは、もう
少し体を鍛えようじゃないかと､もう少し
我々の生活そのもの、命のあり方を見つめ
てみようじゃないかと、そして考え方自体
を自然のものに戻そうじゃないかというよ
うな運動なんです。そのためには、各地に
ある文化を掘り起こし、さらに発展させて
いくことと、我々自体の命のありかたを結
びつけて、それを世界運動としてのばして
いくという発想なんです。
ちょうど111年前の西暦1900年には

8000人に１人がガンだと言われてたんで
す。ところが今はなんと２人に１人がガン
ですよね、世界中が。これだけの医学の発
展にもかかわらず。そしてガンとか糖尿病
とか、どんどん病気が蔓延していますよね。

←
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れは医療の分野であれ、鍼灸であれ、自然
療法など必要なものは何でも学び、教えま
す。鍼灸なども医療が独占しようとしてい
ますが、そういう法律もまったく無視して
やりますから。でもまあ単純なことです。
アイロンだとか足湯とかね。つまりこの４
つのことをやってるだけです。この４つで、
単に病気を治すだけじゃなくて、病気にな
らない体をつくることができます。快医学
との出会いを含めて１つの方向を打ち出し
て22年なんですけど、この12年はまったく
病気をしません。
仕事は、いま農園をもってるので、１日

12時間から15時間くらい、牛の世話をした
り畑仕事をしたり。そのほかに養生園をも
っていて大変なガンの人ばっかりですが、
その指導をしたり、それからセミナーや講
演会とか。とにかく仕事はたくさんあるん
です。でもぜんぜん病気しないんです。そ
れは健康な生き方だけではなくて、やっぱ
り尿療法をきちっとやってきたからだと思
います。いつでも僕は生きてることがおも
しろいです。今年、67才になりますけど、
だいたい僕のパワーはまだ30代くらいです
ね。

───今回の震災や原発事故で、日本では
肉体的にも精神的にも追い詰められている
人が多数いますが‥。

アトム●　3月11日の震災のあとに僕が送
ったメッセージは、しっかり飲尿しようじ
ゃないかってことを送ったんですよ。恐怖
とか心配から解放される、胃腸を整える、
血圧とかコレステロールとか、それに骨折
とか傷の手当てにもいいですから、医者に
頼らなくていいです。そして特に重要なの
は、がんばる力が出てくるとか、免疫を強
化して、僕は核汚染もはねのけると思って
ます。それは自分の免疫力を強化し､生命力
を強化すれば、当然、核の問題、食べ物の
問題も、どんどん排除する力が出てくるん
です。

───放射能対策として具体的に何がいい
とかというものはありますか？

アトム●　よく知られているのは、長崎原
爆の被爆者を治療したドクター秋月（辰一
郎）が言ってることで、とにかく味噌汁と
か海藻を食えということですね。常識的な
ことだけど。それに非常にいいのは重炭酸
ソーダ（重曹）ですね。これはすべての慢
性病の予防と治療にいいということで世界
的に有名になってます。重曹を小さじ一杯、
水に割って､レモン汁を絞って、それを朝晩
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さらに地震や津波、原発事故とか、そういう
危機がくると、体の中が凍えてしまうんです。
内部が動かないんです。それの典型的なのが
便秘であり、不眠であり、そして頭痛とかい
ろいろあって、それがいずれガンとか糖尿と
かになっていくわけです。そういうふうに体
の内部がどんどん硬直していってる、それを
動かすには、どんな治療法よりも尿療法は一
千倍も一万倍もいいものだと思いますね。も
う丸22年、尿療法をやってますけど、これ
をやってると、単純に病気が治るってだけじ
ゃなくて、病気にならないんです。自然と結
びついたような感覚というのが研ぎ澄まされ
ていくんですよ。それがすばらしいところで、
単なる療法じゃないです。尿療法というより
尿健康法といった方が正確でしょうね。
つまり尿は体の内部を動かす､心を動かす、

脳を動かす、そしてどんどんすばらしい方向
に持って行ってくれる。しかも誰の教えも必
要でなく、自分で飲尿するという行為だけで
自分自身が変わっていく。自分が変われば世
界も変わるということを僕は信じてますの
で、そういう意味で尿療法は我々の凍えた､
硬直した考えとか生活を溶かしていく非常に
大きな力になって、そして誰にも生まれてか
ら死ぬまで､貧乏な人も金持ちも、左翼も右
翼もも問わずに､すべての人に恵まれている。
慈悲の心を持った非常にすばらしいことだと
思うんです。
その尿療法が第二番目で、第三には食い物

を変えようじゃないかと。世界中で食い物が
どんどん悪くなってますからね。中南米でい
うと、だいたい肉と鶏肉とポテトだけですね。
どんどん内容が悪化してます。あんなもので
体がもつわけないんです。食べ物をもっと自
然なものに、かつての伝統的な食べ物に戻そ
うじゃないかということなんです。食べ物が
血液をつくり体をつくるので、基本をきちっ
とふまえた上で､我々の現在の食生活のあり
方全体を見直していこうじゃないかという運
動をやってます。
その３つだけです。運動と、尿療法と食事

で、体がどんどん変わっていくんです。そし
て変わっていく中でいろんな好転反応という
ものが出てきます。それは痛みであったり、
いろんな腫れ物であったり発熱であったりす
るわけです。その好転反応を乗り切るために
治療法、家庭療法を学ぼうじゃないかと。そ

飲んでると慢性病なんて治っちゃいます。そ
れからレモン、キュウリ、ビワ、アスパラガ
ス、ショウガ、そのほかいろいろあるんです
けど、そういうものをふだんの食生活にとり
いれていくということ。あとは自分の生命力、
免疫力を高めていけばいいんです。自分の生
きる力、喜びを伸ばすというところに焦点を
当てない療法っていうのはみんないい加減で
す。まがいものですよ。そして運動をやるの
が非常に重要ですから、簡単な運動、スワイ
ショー（気功や太極拳の準備運動）とか教え
てるんですが、そういうものとか朝の散歩と
か、踊るとかね、それに空手とかやって、自
分の生きる力､生きる喜びを伸ばすことが非
常に重要です。バイオヘルスというのは喜び
を伸ばす運動です。

アトム●　僕はまだ日本が行き着く先まで行
ってないと思います。もっともっと落ちない
と、本当の力が出てこないと。とことん落ち
ないと、這い上がる力が生まれない。その這
い上がる時の基本的な生きる力を今からちゃ
んとつくっておこうと。どんなものにも負け
ない基礎的な体力と精神力。それがないと、
ばたばたして恨み言をいうだけですよね。
もう少し落ちるところまで落ちた方がいい

と思いますね。落ちますよね。それがいつに
なるかわからんけど。で、そうなった時に生
き延びる力、「にもかかわらず」生きる喜び
を伸ばしていく力を忘れないことです。 ●

●井上アトム（真）プロフィール
早稲田大学法学部在学中、6度も逮捕さ

れた学生運動の闘士。しかし、妊娠中の妻
をお腹の中の子と共に亡くし、傷心の彼は、
キューバ、中国へ。鍼灸師となった後は、
西ベルリンで治療活動に入りました。この
間、ヨーロッパ各地、アラブ・アフリカ諸
国、南米アマゾン地区を訪問し、各地で鍼
灸自然医学セミナーを開きはじめます。
1985年、ニカラグアを訪れた際、単一医
療システムをとるニカラグア政府から医師
免許を授与されます。以来、20年以上に
わたってラテン23カ国を中心に、民衆の
健康指導にたずさわってきました。彼が、
起こしてきた「バイオヘルス」という民衆
の健康ムーブメントは、元々、現代医療の
恩恵を受けられない貧しい人たちの多い地
域で受け入れられました。それが、いまで
は、民衆の健康自立運動としてラテンアメ
リカでは一番大きなものとなっています。
●井上アトムの講座情報は、ｐ14-15のこ
よみ欄をご覧ください。なお11月分はの
せられなかったので、詳細情報は直接、主
催者のデポルまで。Tel. 03-3998-0968
depol@makeitpossible.jp

←救援センター主催の「被抑圧者の為のバイオヘルス健康講座(2007)」


